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身体動揺の安定性

























ら千数百 lXの光が リズムに影響を与えるという報告があり (Boivineta1.,1994;1996),
ヒトにおける同調因子 としての光の役割がより重視されている｡
重心動揺 と環境照度 との関係について,古 くはエ ドワーズ (1946)が身体動揺 と光量 と
の関係について実験を行い,光量の減少 とともに身体動揺は増加するという結果を得た.
また河合 ら (1989)は,暗所のときに動揺量が最 も大きく,照度が高 くなるにつれて動揺






理テス トや作業能率の検査を行い,睡眠前 と覚醒後の比較が行われている｡レイ (1912)
の記憶に関する研究,ジョンソンとスワン (1930)の置換検査,宮城 (1954)の加算検査,
抹消検査,タッピング検査等において,いずれも宵の方が早朝に較べて能率が高かったと
報告している｡ このように,ヒトの行動 と概 日リズムとの関係を検討する場合,睡眠との
関係を考慮することも必要 と考えられる｡
以上のように,生体の一つの機能である姿勢制御系,特に身体動揺を検討する場合,生
体の概 日リズムとの関係を考慮する必要があると考えられる｡そこで,重心動揺 と概 日リ
ズムの関係を検討するために,以下の条件が考えられた｡
1.時間的条件






















エース (RT3200,日本電気三栄社) とデータレコーダ (R-61,TEAK社)に入力され
た ｡
被験者は,視標が明らかに見える明るさ(13471Ⅹ)の実験室に設置された検出台上に,45
度開足 (産を接し,足尖を45度に開いた足位)で直立 し,両上肢を体側に接 した姿勢をと
った｡検出台上での被験者の動揺が安定したことを,オムニュースに描かれる動揺のⅩ 一

























Ⅹ一方向 : t- 8.731 (p<.01)




Ⅹ一方向 : t- 8.699 (p<.01)




Ⅹ一方向 : t- 8.324 (p <.01)










Ⅹ一方向 : t-.941 (p>.05)




Ⅹ一方向 : t-1.213 (p>.05)




Ⅹ一方向 : t- .588 (p>.05)









Ⅹ一方向 : t-1.391 (p>.05)




Ⅹ一方向 : t-1.456 (p>.05)




Ⅹ一方向 : t-1.195 (p>.05)










































林ら (1987)の報告がある｡それに対 しで性差ありとする報告としては菅野ら (1971)や












は有意な差はなかったが, どちらか といえば男性の方が女性よりもより大 きな動揺であ
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